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法政大学文学部90周年を迎えて, 開会挨拶, 大学で
の学びは社会で働く力を高める, 進路をひらく! 言




著者 宮川 雅, 徳安 彰, 藤村 博之, 山田 ズーニー, 山








いう形で誕生しましたので, 2012年は創設 90年の節目の年にあたりました｡ そこで 90周年を記念す
る事業を開催すべく, 2011年秋にワーキンググループを発足させて準備を進め, 文学部教職員の協力
のもと, 記念事業の第一弾企画として 2012年 7月 21日 (土) 午後, 市ヶ谷キャンパスボアソナードタ
ワー 26階スカイホールにて, ｢文学部で培う社会人力｣ と題するシンポジウムを開催いたしました｡




当日は本学文学部の学生やその父母, 教職員のみならず, 他大学の教職員, また文学部への進学を考
えている高校生, 進路指導に携わる高校教員, キャリア教育関係者など, 学内外から 100名あまりの方々
がご参集くださいました｡ そして, 各講演や話題提供を受けて, 社会で働くにあたってどのような力が
必要とされるのか, 文学部でその力をどう培えるのか, 文学部卒業生は社会人としてどのような点を強
みにできるのか等について, 共に考えることができたのではないかと思います｡
参加者の方々からは, ｢グローバル化した社会では, 文学部のもつ学問の多様性, 柔軟性が必要だと
思う｡ 硬直化した今の日本社会を変えるため, 従来の諸科学間の高い壁を突き崩してほしい｣, ｢自信を
持って, 思考力・表現力をもつ人間に育てていただきたい｣, ｢就活に対しての不安がなくなりました｣
(在学生), ｢文学部に行って将来大丈夫か, という思いが消えて, 自分の道を決められてよかった｣ (高
校生) 等の声をお寄せいただきました (以上, 参加者アンケートより)｡




小林ふみ子 (日本文学科准教授), 利根川真紀 (英文学科教授), 後藤篤子 (座長, 史学科教授), 荒井
弘和 (心理学科専任講師), 宮川雅 (2011・2012年度文学部長, 英文学科教授), 高橋敏治 (2011年度
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文学部教授会主任, 心理学科教授), 加藤昌嘉 (同副主任, 日本文学科教授), 田村理恵 (学務部学部事
務課文学部担当主任)｡
蛇足ながら, 90周年記念事業の第二弾企画としては, 新たに奥田和夫 (哲学科教授), 小倉淳一 (史
学科准教授), 中島弘一 (2012年度文学部教授会主任, 地理学科教授｡ 高橋敏治と交代), 伊海孝充
(同副主任, 日本文学科准教授｡ 加藤昌嘉と交代) に新たにワーキンググループに加わってもらい,
2012年 12月 1日 (土) 午後に ｢文学部 Home Coming Day｣ を実施しました｡ 当日の様子は文学部






第 1部 いかに社会人力を養うか 司会：高橋敏治
｢大学での学びは社会で働く力を高める｣ 藤村博之
｢進路をひらく！ 言葉のチカラ｣ 山田ズーニー
｢評価力を鍛える！ プロジェクト型演習の可能性を探る ｣ 山田和人







開 会 挨 拶







のぼって, 必ず ｢夏目漱石門下の内田百, その
他の人々が集って｣ というところから紹介が始ま














































ではないか｡ みな ｢文学｣ という言葉にだまされ
て, ｢文学｣ イコール ｢浮き世離れ｣, ｢浮き世離
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・企業側は学生に対し, ｢主体性｣ ｢粘り強さ｣ ｢コミュニケーション力｣ といった内面的な
基本能力の不足を感じている｡ それに対して学生は, 技術・スキル系の能力要素が自らに
不足していると考えている｡







































































































中に読者がいた｡ 読者である ｢あなた｣ がいたか
ら, あなたに伝えたいことがあったからこそ, が
んばれた｡




いが, 七ヶ月かけて, いま, 言葉になった！ 安
堵と歓びがこみあげる｡ 次の瞬間, ｢あ, これが




























しかし, 大学卒業の 22歳やそこらで, 社会に
何か貢献し, 単身でへその緒をつなぐというのは,
非常に難しいことです｡ それゆえ, 多くの人が選
ぶのが, 就職ではなく, 就社です｡ 私も大学を卒








































































































何か聞かれたとき, 私たちはすぐ, ｢答え｣ を探
します｡ しかし, 大きな問いにいきなり答えること




































した｡ そのとき, どの老人ホームに行っても, 必










































































































霊で, 一生懸命, 頼まれた仕事を受けて, それま
での自分の経験, 想いを表現し続けました｡
一生懸命, 一生懸命, 表現していたら, 私は再
びまた社会とつながっていました｡ 今度は, 個人
として, 就社ではなく就職｡ 私はいま, フリーラ
ンスとして, 教育の仕事を通して, 社会に貢献し
ます｡ そして, 社会からは, へその緒を通して,
報酬だけではなく, ｢ズーニーさん, 役に立った
よ, ありがとう｣, 社会からの愛のようなものも






つまり, ｢ひらけ！｣ ということです｡ 好きな
ことしかやりたくないというのは, 自分の世界を





















































国 文 学 科 教 授 山 田 和 人


















































































です｡ 問題 (問題文・選択肢) ・正解・解説・参
考文献が基本ユニットになっています｡
なぜ忠臣蔵なのか｡ 忠臣蔵について聞いてみる
と, 学生は ｢話に聞いたことはある｣ ｢テレビや
映画で見たような気がする｣ というようなことを






























































































ス, 25 畳の畳座敷スペース, 25 畳の土間スペー
スからなっています｡ 学生は土間スペースから靴
を脱いで上にあがります｡ フローリング・スペー


























































の春学期間約 3ヶ月 (投稿開始 4月 21日, 投稿
終了 7月 25日) の投稿総数は, 学生の投稿数が


























































ていきます｡ ｢知りたい｣ から, 調査・分析し,
それを総合する経験によって研究力へ｡ ｢ともに
学びたい｣ から, 相互支援・相互批判しあうこと








英文学科准教授 川  貴 子
｢文学部で培う社会人力｣ というテーマで, 世
間一般で期待される内容といいますと, ｢コミュ





























































































































































いうのが ｢基礎ゼミ｣ です｡ この科目は, 1年生
の入学当初から開講しております｡ そこで扱って
いる項目というのは, ノートの取り方, リポート









































































































心理学科教授 福 田 由 紀
法政大学文学部の必修科目である ｢卒業論文｣




















では, なぜ卒業論文を書くと ｢問題発見力｣ と
｢計画力｣ がつくのでしょうか｡ その理由は以下


































































































日は 1月 9日, 10日になっています｡ 1分でも遅
れたら認められません｡ さらに, 例えば福田のゼ
ミでは, 12月 6日に完成原稿を仮提出しなくて
はいけません｡ 完成原稿を 12月 6日に出すため
には, 実験が 10月中に終了していなくてはいけ






























社会で求められている ｢問題発見力｣ と ｢計画



















(三菱 UFJ信託銀行) の 4名であった｡
文学部らしく, ｢好きなこと｣ から学部学科を






















































































そして, やはり文章力, 言葉の力である｡ 全体
討議では, 他学部とは違うレベルで文学部でそれ
が身につくというのは, 事実としてどうあるのか,
矜持や感覚として共有されているに過ぎないのか
ということも会場から問われた｡
しかし, それは最後に卒業論文を必修として課
すことで, 必ず, 自ら立てた問いに対して言葉に
よって確実に他人に伝わるように論証を行うとい
うことで, 個人差はあれ確実に鍛えられるといえ
るはずだ｡ そのゴールに向けて, 初年次教育をは
じめとして四年次に至るまで, 主語と述語の対応
関係, 読点を打つ位置など基本的なところから育
成していく｡ テキストを土台にした学問を行う学
科では, その読解においても言葉に対する厳密な
感覚が求められ, 養われる｡
以上のようなことを文学部卒業生の強みとして
社会に訴求していかなければならないし, それは
ディスカッションの最後でパネリストから現役生
に向けた助言として出た, しっかり学ぶこと, 学
びの幅, 経験の幅を広げることにも通じている｡
そして, 社会に学生を送り出す側としても, そう
した力を意識的に養ってゆくことが課されている
ということがよく分かるパネル・ディスカッショ
ンであった｡
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